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作成 令和５年７月４日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和５年第２回定例会一般質問 

 ～本会議３日目・令和５年６月 2７日～ 議事録（抜粋） 

 

２ 新型コロナワクチン接種状況等と接種券一律送付の必要性の有無について 

 

 

○松本議員 

２ 新型コロナワクチン接種状況等と接種券一律送付の必要性の有無について、5 歳以下、

5 歳～11 歳のこれまでの接種率、そして春開始接種の接種率の状況についてお聞かせ下さ

い。 

（略※） 

 

○福住議長 

保健福祉部長 

 

○保健福祉部長 

「令和５年春開始接種及び小児・乳幼児接種の接種率」についてのご質問にお答えいたし

ます。 

令和５年春開始接種は５月 8日から開始しており、65歳以上の方、64歳未満の基礎疾患

を有する方などが対象となっております。主な対象者となる 65 歳以上の方の 6 月中旬まで

の接種率は５月末の人口比で約 33%となっており、全国的な平均を回る状況でございます。 

また、5歳から 11歳までの小児の接種率は、初回接種となる１・２回目で約 13%、３回

目が約 4%、4回目が約１%、生後６ヶ月から４歳までの乳幼児の接種率は、初回接種となる

１～３回目で約２%となっております。 

（略※） 

 

 

質疑概要 

新型コロナワクチン接種は春開始接種が５月より行われている。それらの接種状況と増加し

続ける健康被害の状況を踏まえ、市の健康被害の周知方法の妥当性や、同調圧力を生みかね

ない接種券一律送付が必要なのか等、これまでの議論も踏まえて質疑を行った。 
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○松本議員 

次に、コロナワクチンについて、接種率の状況では、世代で大きな差が生じていることを

理解しました。 

では、新型コロナワクチンの健康被害の最新の状況について、お聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

保健福祉部長 

 

○保健福祉部長 

お答えいたします。新型コロナワクチンに関する予防接種健康被害救済制度の現状といた

しまして、6月 19日時点で全国の自治体から国に 7,881 件の進達がなされ、国の専門審査

部会において審査されたもののうち、認定が 2,832 件、否認が 405 件という結果になって

おります。 

本市においては、予防接種による健康被害の問い合わせや相談に保健師が随時対応してお

り、国への進達に至ったケースもございます。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

昨年 6月 23日の進達数は 2,815 件で、1年で約 5千件増・約 2.8 倍と健康被害は増え

続けています。死亡認定も６月 26日・昨日時点で 103人です。 

加えて、14歳の健康な女子中学生が昨年８月に亡くなったのがワクチン接種に関連する

という論文が５月末に発表されました。この件は国会で取り上げられましたが、国の副反応

報告の死亡者にも掲載されていません。 

また、２月には３回目の接種を受けた 1歳児が死亡したと厚労省が発表し、接種２日後に

亡くなったものの、基礎疾患を持ち情報不足で因果関係は評価できないとされています。基

礎疾患を持っているからこそ因果関係解明がむしろ必要なはずですが、国の動きは見えませ

ん。副反応報告数等も踏まえ、健康被害認定は氷山の一角です。 

このように日々、コロナワクチン接種のデメリットが明らかになっています。子ども達の

接種率は保護者方の懸念を示すものです。 

逆にいえば、接種率を見た時に、高齢者の高さはそれと比較した場合、違和感を感じま

す。実際、健康被害認定の多くは高齢者です。その差異の要因はなんでしょうか。情報収集

力でしょうか。 

改めて市の健康被害の周知状況について、合わせて３月議会で要望した健康被害に備えた

接種歴保存期間の延長について見解をお聞かせ下さい。 
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○福住議長 

保健福祉部長 

 

○保健福祉部長 

お答えいたします。健康被害の市民への周知につきましては、接種券発送の際にワクチン

に関する説明書を同封し、ワクチンの効果・注意点・予防接種健康被害救済制度についての

情報を対象者全員にお知らせしております。 

また乳幼児の接種券には、ワクチンの安全性に関する Q&A を記載した保護者向けリーフ

レットも同封するほか、市ホームページにも予防接種健康被害救済制度の審議結果等の関連

情報を掲載し、市民の方が必要な情報を把握した上で接種を検討、選択できるよう取り組ん

でいるところでございます。 

また、予防接種に関する記録につきましては、予防接種法施行規則に５年間の保存が規定

されており、新型コロナワクチン接種に関して現時点で法令上の保存年限に達してはおりま

せんが、保存期間を独自に延長することを決めた自治体もございますので、引き続き情報収

集を行って参りたいと考えております。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

取組み状況は理解しました。保存期間延長について前向きに検討されるよう要望致しま

す。 

さて、先月、市民の方から接種券が送られてきたものの判断つかず、行きつけの医院に相

談したら、「はい、袖を上げて」と、副反応や健康被害に関する説明なく、接種を受けるこ

とになったというお話をお聞きしました。説明が不十分な問題は勿論のこと、接種券送付が

打たないといけないのではという同調圧力を少なからず生んでいると思います。 

新型コロナウイルス感染症は２類から５類に変更されましたが、接種券一律発送は続いて

います。国から指示されているのか、その根拠も含めてお聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

保健福祉部長 

 

○保健福祉部長 

お答えいたします。接種券の発送につきましては、5 月 8 日に国から示されている「新型

コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き」に、初回接種は発送区分ごと

に発送すること、追加接種は前回の接種から一定期間経過した複数の対象者に対して、一定

期間ごとにまとめて発送すること、また、転入等があった場合にも速やかに発送することと
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されています。 

本市におきましては、全ての市民に対して必要となる様々な情報提供しつつ、国からの手

引きに基づき、接種を希望される方が速やかに接種できるよう取り組んでいるものでござい

ます。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

国の手引きに基づいているとのことですが、健康被害が出続ける中、国の姿勢は強く疑問

に思います。 

ただ、乳幼児等への接種券は一部の市で同調圧力を回避する目的などで一律送付を止めて

います。市町村独自で一定の対応ができます。本市の乳幼児の接種率の低さを踏まえ、接種

券一律送付の必要性は低いですが、市の見解をお聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

保健福祉部長 

 

○保健福祉部長 

接種券の一律送付につきましては、接種を希望される方が速やかに接種できるよう行って

いるもので、小児や乳幼児についても同様でございます。他の年代と比較して低い接種率と

なっている現状を踏まえますと、一律送付した場合であっても様々な情報を元に、接種につ

いて検討し、選択されているものと考えております。 

本市といたしましては、引き続き対象者に必要な情報提供行うとともに、希望される方が

スムーズに接種できるよう、接種時期が到来した方には、随時接種券を送付して参りたいと

考えております。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

一律送付を続けるとのことですが、再検討を要望いたします。 

さて、「一律送付した場合でも様々な情報をもとに検討、選択されている。」という今の答

弁については同感いたします。 

そうなると、様々な情報をもとに判断されている市民方は、結果として乳幼児接種率約

2％のように打たない傾向がある。では、それと比較し 65歳以上の接種率 33％という高さ

はどう捉えるべきでしょうか。先ほどの質疑の答えですが一部の高齢者の方は限定された情
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報しか得られていないということを示唆していませんか。 

実際、市民の方と話をする中で、地上波が主な情報源でＨＰなどを見ない高齢者等への健

康被害の周知は難しいと感じます。地上波のワクチン関連のネガティブ情報は少なく、5月

15日に NHKが、ワクチンが原因で死亡したと訴える遺族の発言を報じず、コロナ死の遺

族かのように報道し、当会長が謝罪した件は、それを物語っています。 

そのため私は 3月議会で接種券発送に健康被害認定の状況などを同封し周知するよう要望

していますが、市の対応は案内状にＨＰのＱＲコードを記載するのみです。 

市は情報一つ一つが接種判断に影響することを認識しているのならば、極めて重要な健康

被害情報は、特に配慮し市民へ届く努力をすべきです。 

よって健康被害状況を紙媒体で理解できるよう接種券案内へ具体的に追記し、そして地域

福祉通信や広報せっつにも掲載する等の周知を強く要望致します。 

合わせて、接種従事者へ国の手引きに順守し副反応等に対する説明をしっかりと行うよう

周知を要望致します。 

なお３月議会で要望した公的関与の周知は、案内に記載された事は評価致します。特に医

療従事者等への同調圧力があった場合にその軽減が期待されます。以上です。 

 

 

 

（音声データ等より作成） 

重要と思われる部分には強調を入れています。 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

 

 

 

 

＜一般質問・項目一覧＞  

１ 鳥飼地域のまちづくりについて 

２ 新型コロナワクチン接種状況等と接種券一律送付の必要性の有無について 

３ 市が災害対策本部訓練等を実施しないことの妥当性について 

４ 児童虐待防止施策を一過性で終わらせないことについて 

５ R６年度以降の公共施設整備の財源確保について 

６ 増加一方の救急出動と消防力強化の取組みについて 

７ 幼保小中連携での生きる力を育むことについて 

８ 明和池公園と新幹線公園の価値向上とシティプロモーション推進について 

 


